
釧路建設管理部

久著呂川における⼟砂流⼊対策について

①河道の安定化対策
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1.1 河道の安定化対策の概要

●⽬標
湿原に流⼊する⼟砂量の軽減
多様な⽔辺環境の回復

●対策の効果
河川改修・砂利採取など、⼈為
的要因で⽣じた⼟砂の⽣産量を
抑えることで、以下の効果を発
現させる。
（細粒⼟砂）540㎥ 軽減
（粗粒⼟砂）070㎥ 軽減

●実施内容
床⽌⼯

落差⼯ 3基
帯⼯ 20基

河道拡幅 ⼀式

KP16.0

KP15.0KP14.0
KP13.0KP12.0

KP11.0

リファレンスサイト

境 橋
国道274号河川敷地 現 河 道

実施区間

対策前 対策後

⼟砂堆積により
砂州が発⽣する
⽔辺環境となる
ことが期待され
る。

動・植物の⽣
息・⽣育環境
に配慮して樹
⽊を極⼒保全
する。

⽔辺林

砂州

砂州
単調な

⽔辺環境

凝灰岩
の露出

河床低下を防⽌
するため床⽌め
を設置する。

河幅を広げ掃流
⼒を⼩さくし河
道の安定化を図
る。砂 州 の 発 ⽣

⽔辺林の保全

床 ⽌ ⼯

河 道 拡 幅

・河川環境に配
慮した護岸。

・⽔衝部護岸と
するが、侵⾷
状況をモニタ
リングし必要
に応じ護岸を
設置する。

護 岸 ⼯

・⼟砂⽣産
・単調な⽔辺環境

対 策 前 の 課 題

・河道の安定化による⼟砂⽣産抑制
・多様な⽔辺環境

対 策 後
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河道の安定化対策計画区間 L=2,650m
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1.2 実施状況

No.9-1帯⼯

落差⼯ 施⼯済み
帯⼯ 施⼯済み
帯⼯ 施⼯予定・改良予定
帯⼯ 施⼯中
河道拡幅 施⼯済み
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1.3 モニタリング

時期⼜は頻度項 ⽬⽬ 的実施計画の⽬標

1年〜数年に
1回

河道形状
（測量）

①経年的な地形測量の実施による
河道形状の変化の把握

⼟砂⽣産源での
流出量の抑制

1年〜数年に
1回流量、流砂量②代表地点における流量、

流砂量の把握

（１）モニタリング内容
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1.3 モニタリング

●対策を実施することにより⼟砂⽣産量2,180m³を抑制することを⽬標。
●令和4年度の⼟砂⽣産量は130m³ で、⼟砂⽣産量は減少傾向。

（２）モニタリング結果 ①⼟砂⽣産量の把握
■各年の⼟砂⽣産量
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1.3 モニタリング

●令和4年度の平均河床⾼の変動は、概ね0.5mの範囲内。
●今後も⼯事の進捗に合わせて河床⾼をモニタリングし、

順応的に管理していく予定。

堆積

洗掘

（３）モニタリング結果 ②河床⾼の把握
■平均河床⾼の推移
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1.5 今後の予定

備 考R7〜R6R5R4R3R2〜R1項 ⽬

河道拡幅⼯

事 床⽌⼯

河道形状
（測量）モ

ニ
タ
リ
ン
グ

流量、流砂量

●●動植物分布、
動植物相
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釧路建設管理部

久著呂川における⼟砂流⼊対策について

②河川沿いの⼟砂調整地
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光 橋鶴声橋
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KP7.0

⼩鳩橋鶴⾒橋

2.1 河川沿いの⼟砂調整地の概要

●⽬標
湿原に流⼊する⼟砂量の軽減

●対策の効果
⼟砂調整地を整備することによ
り、⼟砂を捕捉し湿原に流⼊す
る⼟砂量を軽減させる。

（細粒⼟砂） 5 40㎥ 捕捉
（粗粒⼟砂） 1280㎥ 捕捉

●実施内容
河道の拡幅 約360 ｍ
管理⽤道路など

管 理 ⽤ 道 路 の 設 置

堆積⼟砂の搬出等の維持管理
を⾏う。

河 道 の 拡 幅

⼟砂の捕捉と下流河道
の安定化を図る。

久著呂川

⼟砂堆積

多様な流れ

⽔ 辺 林 ・ 緩 衝 帯 の 保 全

農地からの⼟砂等の負荷軽減と、
動植物の⽣息・⽣育環境に配慮し、
樹⽊を極⼒保全する。

実施箇所

河川敷地 現 河 道
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2.2 実施状況

平成28年9⽉撮影 令和5年9⽉撮影

●令和2年3⽉に河道の拡幅、管理⽤道路の整備が完了。

河
川
沿
い
の
⼟
砂
調
整
地
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2.3 モニタリング

●効果量を把握するため、横断測量（20mピッチ）と
河床材料調査（6箇所）を実施。

●⼟砂堆積範囲を6箇所に区分して、それぞれ堆積量を算定。
●堆積量は、R3年とR4年の断⾯積の差に延⻑を乗じて算定。

（１）モニタリング内容

⑥

⑤
③

④

②

①

管理⽤通路
河床材料調査地点

⼟砂堆積区分
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1,320ｍ3

合計
1,520ｍ3

合計
740ｍ3

合計
2,720ｍ3

合計
1,660ｍ3

2.3 モニタリング

●令和4年の⼟砂堆積量は2720m3と令和3年度から増加。
内訳は、粗粒2710㎥、細粒10㎥とほとんどが粗粒⼟砂。

●平均では1660m3となっており、概ね実施計画と同程度。

（2）モニタリング結果
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2.4 堆積⼟砂の特徴について

コーン
指数qc
(kN/m2)

⼯学的分類
最⼤粒径
（㎜）

粒度分布(%)
採取地点

分類名記号シルト・
粘⼟砂分礫分⽯分

1,200砂礫GS53.00.633.665.8調整地
No.1

700砂礫GS53.00.230.269.6調整地
No.2

1,100砂礫GS53.01.417.880.8調整地
No.3

1,100細粒分まじり
砂SF19.05.891.62.6調整地

No.4

1,100砂S26.52.893.73.5調整地
No.5

900細粒分まじり
砂SF4.7532.167.80.1調整地

No.6

●堆積⼟砂について、粒度試験、ポーダブルコーン貫⼊試験
の調査を実施。

●堆積⼟砂の⼯学的分類は、砂礫、細粒分まじり砂、砂で、
コーン指数は700〜1200kN/m2 。

土砂-13



⼟質材料の⼯学的分類コーン指数
qc

(kN/m2)
細区分区分 中分類

⼟質 ｛記号｝⼤分類

礫｛G｝、砂礫｛GS}礫質⼟
－第1種第１種建設発⽣⼟ 砂｛S}、礫質砂｛SG｝砂質⼟

改良⼟｛I｝⼈⼯材料第1種改良⼟
細粒分まじり礫｛GF｝礫質⼟800

以上
第2a種

第２種建設発⽣⼟ 細粒分まじり砂｛SF｝砂質⼟第2b種
改良⼟｛I｝⼈⼯材料第2種改良⼟

細粒分まじり砂｛SF｝砂質⼟
400
以上

第3a種

第３種建設発⽣⼟ シルト｛M｝、粘⼟｛C｝粘性⼟第3b種 ⽕⼭灰質粘性⼟｛V｝⽕⼭灰質粘性⼟
改良⼟｛I｝⼈⼯材料第3種改良⼟

細粒分まじり砂｛SF｝砂質⼟

200
以上

第4a種

第４種建設発⽣⼟
シルト｛M｝、粘⼟｛C｝粘性⼟

第4b種 ⽕⼭灰質粘性⼟｛V｝⽕⼭灰質粘性⼟
有機質⼟｛O｝有機質⼟
改良⼟｛I｝⼈⼯材料第4種改良⼟

2.4 堆積⼟砂の⼟質区分について

●⼟質材料の⼯学的分類、コーン指数を踏まえると、堆積⼟砂の⼟質は、
第１種建設発⽣⼟、第２種建設発⽣⼟（第2a種、第2b種）、
第３種建設発⽣⼟（第3a種）に区分。

堆積土砂の区分
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2.4 堆積⼟砂の活⽤⽅法について

●⼟砂調整地に堆積している⼟砂は、多様な分野・⽤途における利⽤
できる可能性がある。

●堆積⼟砂の詳細な特徴について幅広く情報提供し、関係者と⼟砂の
運⽤、費⽤負担、掘削時のルールなどについて検討を進めていく。
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2.5 今後の予定

備 考R7〜R6R5R4R3R2〜R1項 ⽬

河道掘削⼯

事 状況に
応じ設置護岸⼯

堆積⼟砂量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

流量、流砂量

2年に
1回程度●●維持管理
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